
親鸞聖人750回大遠忌法要
種組
讐荷茸
第一陣

平
成
２‐
年
１
月
“
＝
利
鸞
型
人
の

７
５
０
回
忌
を
前
に
　
２３
年
１
月
よ

り
＝
月
ま
で
６
国
に
分
け
て
、
本
願

■
御
影
■
に
お
Ｌ
ｔ
人
遠
忌
法
要
が
執

り
行
わ
れ
、
論
誠
■
か
ら
は
６
月
Ｈ

日
午
前
の
部
に
誇
誠
■
住
職
を
は
じ

め
総
勢
４４
名
が
参
加
し
た

全
国
各
地
か
ら
円
信
徒
か
結
集
し

そ
ち
こ
ち
で
作
■
式
■
と
放
が
人
り

乱
れ
る
な
か
、
御
影
十
へ
と
人
場
し
た
．

こ
れ
た
け
の
人
数
で
あ
る
か
ら
本
■

へ
は
と
て
も
入
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い

う
思
惑
を
よ
そ
に
、
何
と
あ
ろ
う
こ
と

か
最
前
列
の
サーーー
に
案
内
さ
れ
、
　

同

厳
粛
な
中
に
も
感
激
を
新
た
に
し
た

あ
ま
り
に
も
腋
か
な
雰
囲
気
に
圧

倒
さ
れ
て
内
陣
出
動
の
住

職

の
写
真
が
Ｌ
ｉ
く
撮
れ

な
か
っ
た
の
が
残
念
だ

っ

た

７
日

８
日
　

仏
薇
歌

コ
ー
ラ
ス

Ｈ
ＩＩ

　

踊
り
練
＝

‐４
Ｈ

　

仏
１，―‥
勉
強
会

‐６
日
　

常
例
法
“

塚
木
慈
凱
師

う 名 |よ417ヽ き ,ζ懇

‐６
日

　

締
会小

，
原
義
有
師

19５
日
　

総
代
仏
壮
仏
婦
役
Ｈ
会
　
１３
時
■

８
日
　

踊
り
練
習
　
　
　
　
　
　
１０
時
■

８
日
　

仏
＝
勉
強
会
　
　
　
　
　
Ｂ
時
■

９
Ｈ
　

仏
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
　
　
　
ー３
時
■

”
Ｈ
　

彼
岸
会
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
時

全
国
仏
壮
速
盟
大
会
　
　
，ス
都

竹
1 1 1
翡
1Ч
n F

‐３
時
■

Ю
時
■

３

寺

Ｆ

Ｂ
時

３

十
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■
二
月

彼
岸
会

春
彼
岸
３
度
日
の
川
崎
市

高
願
寺
宮
本
義
宣
師
は
東
Ｈ

本
人
震
災
直
後
で
あ
り
、
最

前
列
の
卜
代
の
女
子
２
人
の

聴
聞
も
あ
り
、
・生
き
る
力
・

に
つ
い
て
語
ら
れ
た

８。
歳
の
祖
母
と
１６
成
の

係
の
奇
跡
的
と
報
通
さ
れ

た
０
日
ぶ
り
の
救
出
劇
か

ら
、
大
切
な
相
手
が
い
た

か
ら
お
互
い
に
支
え
合
え

た
■
人
は
誰
で
も
自
分
の
ん
だ
け
よ
り
他
の

人
の
為
と
思
う
時
の
方
が
　
層
の
力
が
出
せ

る
．
良
き
ラ
イ
バ
ル
を
持
つ
事
も
同
じ
と
．

Ｈ
標
を
持
て
な
い
時
は
他
者
の
勧
め
を
聞
く

，
も
大
切
．
若
い
時
か
ら
の
計
画
通
り
、
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
も
の
．
偶
々
つ
い
た
職
、

縁
の
重
な
り
で
力
を
発
揮
し
、
晩
年
を
迎
え

る
人
が
ほ
と
ん
ど
。
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
だ

と
お
念
仏
は
導
い
て
下
さ
る
．
人
と
人
と
の

繋
は
危
う
い
。
突
然
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
が
あ
る
．
そ
ん
な
‐――
で
も
我
命
を
見
捨

て
な
い
．　
一
人
は
つ
ち
に
し
な
い
．
共
に
生

き
て
ド
さ
る
の
が
阿
弥
陀
様
だ
と
教
え
て
ド

さ
っ
た
の
が
■
鸞
聖
人
と
結
ば
れ
た
．

■

四

月

定

例

法

座

ヵ
月

前

の
人

震

災

の
余

震

が

頻

繁

で
当

日

の
朝

も

震

度

３

に
見

舞

わ

れ

た

．

が

、

聴

聞

者

数

に
大

差

は

な

い
．

無

常

を

日

の
当

た

り

に
し

、

不
安

感

に
被

わ

れ

て

い
る
時

節

柄

、

長

玄

寺

山

本

昭
淳

師

は

南

無

阿

弥

陀

仏

の
意

味

と

お

川

き

に

つ

い
て
語

ら

れ

た

．

「
南

無

」

は
如

米

様

の

「
任

せ

よ

」

の
お

心

．

「
阿

弥

陀

」

は
光

も

命

も

遮

る
も

の
が

無

い

の
意

で
　

光

の
届

か

な

い
所

が

無

い
、
命

に
限

り

が

な

い

＾
い

つ
で
も

）
と

い
う

こ
と

，

「
仏

」

と

は

党

り

を

得

ら

れ

た

方

の

こ

と

，

「
腹

を

立

て
な

い
」

「貪

ら

な

い
」

「
愚
痴

ら

な

い
」

一
全

て
を

平

■

に
憂

せ

る
」
方

だ
と

。
故

に

お

念

仏

す

る

私

が

ど

こ

に

い
よ

う

と

も

、

ど

ん

な

状

態

の
時

で
あ

ろ
う

と

も

、

私

と

共

に

い
て

ド

さ

っ
て

、

必

ず

救

っ
て

ド

さ

り

、

私

に
安

心

を

与

え

て
下

さ

る
。

お

念

仏

の
念

は
今

と

心

に

よ

っ
て

で
き

て

い
る

．

仏

様

の

お

心

が
今

　

私

の
心

に
届

い
た

の
が

お

念

仏

と

結

ば

れ

た

。

■
五
月

定
例
法
座

神
戸
と
言
え
ば
、
震
災
の
町
で
あ
る
．
谷

川
弘
顕
謝
師
は
、
そ
の
被
災
地
神
戸
か
ら
米

ら
れ
た
と
い
う
だ
け
に
、
開
――
　
番
今
回
被

害
に
適
わ
れ
た
方
々
は
犠
牲
者
で
は
な
く
被

害
者
で
あ
る
と
い
う
●
葉
に
も
実
感
が
こ
も

る
人
間
の
心
に
は
　
■
の
底
が
あ
る
．
　

つ

は
私
の
願
い
を
仏
に
開
き
届
け
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
．
も
う
　
つ
は
仏
よ
り

衆
生
に
届
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
．
卜
万
衆

生
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
す
べ
て
救
う

と
い
う
如
来
の
願
で
あ
る
¨
こ
の
本
願
に
遇

う
た
め
に
私
た
ち
の
人
生
は
あ
る
の
で
あ
る

「本
願
力
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば
、
し
な
し
く
す

ぐ
る
人
ぞ
な
き
」
、
本
願
力
に
遇
わ
な
い
人
の

人
生
は
生
き
る
こ
と
を
た
だ
生
き
る
だ
け
の
、

も
っ
と
言
う
な
ら
息
を
し
て
い
る
だ
け
の
む

な
し
い
も
の
に
な
る
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る

私
の
命
の
底
に
あ
る
仏
心
即
ち
■
提
心
が

仏
の
願
力
に
よ
っ
て
日
ざ
め
さ
せ
ら
れ
、
ど

ん
な
悲
惨
な
事
実
を
も
，
実
と
し
て
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
力
が
与
え
ら
れ
る
と
説

か
れ
た
の
で
あ
る
．

東
京
教
区
仏
教
婦
人
会

連
盟
総
会

築
地
別
院

５
月
３‐
Ｈ
朝
、
肌
寒
さ
は
感
じ
た
も
の
の
、

前
日
と
は
　
転
の
好
人
に
忠
ま
れ
た
上
、
当
■

か
ら
の
参
加
者
レ
名
は
、
正
‐――
最
前
列
と
　
列

日
と
い
つ
聴
聞
最
適
の
座
に
着
け
た
　
総
会
は

滞
り
な
く
進
み
、
兵
庫
の
藤
栄
行
信
師
は
，
震

災
を
通
し
て
こ
と
ば
の
力
・
と
題
し
て
一通
標

（
そ
の
■
が
好
き
で

す
こ
一母
さ
ん
の
歌
」

（講
師
の
愛
咄
を
会
場

も
共
に
歌
う
Ｌ
お
ふ

く
ろ
さ
ん
」
の
歌
詞
か

ら
規
心
、
如
来
の
人

悲
心
を
説
か
れ
た
．

明
る
い
中
で
の
帰
宅

も
加
わ
り
、
■̈
び
の

多
い
　
日
で
し
た合
学

東
京
教
区
仏
壮
会
連
盟
総
会

５
月
２９
日
、
築
地
本
願
寺
に
て
開
催
さ
れ

た
大
会
に
、
證
誠
寺
仏
社
会
か
ら
、
一昌
永
和

雄
、
後
藤
数
人
、
菊
地

優
、
西
村
健
太
郎
、
山

田
裕
、
兄
原
光
博
（敬
称

略
）
の
６
名
が
参
加
し
、

松
本
神
量
師
、
人
岸
常

側
師
の
御
法
話
を
聴
聞

し
ま
し
た
．

,  ,
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平成23年 度 仏 壮 ・仏婦合同総会開催

５
月
７
日
午
後

一
時
か
ら
證

誠
寺
会
館
に
於

い
て
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
、
仏
壮
　
仏
婦
に
別

れ
議
題
審
議
、
再
度

一
同
に
会

し
、
宗
真
寺
石
川
慶
子
住
職
の

御
講
話
を
聴
聞
し
ま
し
た
。
東

日
本
人
震
災

の
後

の
重
苦
し

い

御
自
分
の
気
持
ち
を
吐
露
さ
れ

な
が
ら
の
御
法
話
に

一
同
共
感

を
覚
え
る
と
共
に
、
仏
法
が
よ

り
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で

し
た
。

総
会
後
は
、
茶
話
会

の
後
、

恒
例
の
懇
親
会
に
移
り
、
石
川

住
職
に
も
出
席
し
て
頂
き
楽
し

い

．
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一に対に符鏡報細請画

総
会
で
承
認
さ
れ
た
計
画
に
沿
っ
て
次

の
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
広

く
情
さ
ま
方
の
御
協
力
、
御
参
加
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

１
、
報
恩
講

・
狸
ま
つ
り
の
推
進

・
実
行

２
、
教
化
布
教
活
動
の
推
進

證
誠
寺
仏
壮
勉
強
会

の
実
施

（毎

第
２
木
）

・
常
例
法
座

へ
の
参
加

・
千
葉
組
、
東
京
教
区
仏
壮
研
修
会

参
加

３
、
同
好
会
活
動
の
推
進

ゴ
ル
フ
　
野
球

・
囲
碁
将
棋

ハ
イ
キ
ン
グ
等

宗
真
寺
石
川
慶
子
住
職
は
「
西

（前
仏

婦
会
長
）
さ
ん
か
ら
の
講
師
要
請
と
隆
御

住
職
の
ア
心
い
の
た
け
を
語
っ
て
』
の
言
葉

に
安
心
し
て
こ
こ
に
立
っ
て
い
ま
す
。
」
と
。

３
月
Ｈ
日
の
東
Ｈ
本
大
震
災
後
、
日
々

「よ
い
≒
合
い
」
想．
い
」
が
過．
多．
に
な
り
伝

え
た
い
が
溢
れ
て
、
今
は
重

い
肩
に
。
形

あ
る
も
の
は
減
す
の
通
り
、
あ
の
津
波
は

無
常
の
理
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
た
。

津
波
は
個
体
を
さ
ら
い
、
放
射
能
事
故
は

生
命
の
根
源
を
破
壊
し
て
い
く
。
生
命
の

危
機
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
東
日
本
の

人
々
だ
け
の
苦
悩
で
は
な
い
。

小
林

一
茶
の
，
露
の
世
は
、
露
の
世
な

が
ら
　
さ
り
な
が
ら
・
の
句
に
万
感
を
回

ら
し
た
。
桜
が
咲
く
姿
も
生
ま
れ
育
つ
姿

も
無
常
の
形
を
教
え
て
い
る
．．
豊
か
過
ぎ
、

明
か
る
過
ぎ
る
と
目
が
眩
ん
で
見
え
な

い
。
暗
闇
と
同
じ
。
貧
し
さ
の
中
で
こ
そ

光
を
見
い
出
し
、
繋
が
り
合
っ
て
生
き
る

も
の
。

一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
と
知
る
。

不
可
思
議
の
縁
の
中
に
、
南
無
阿
弥
陀

仏
と
戴
い
て
行
こ
う
。
「今
　
い
の
ち
は
あ

な
た
を
生
き
て
い
る
責
東
本
願
寺
派
の
標

一
り
の
で
す
。

新
任
　
西
村
健
太
郎

退
任
　
Ш
山
孝

退
会
　
５
人

新
入
会
員

栗
原
政
義

（木
更
津
市
大
久
保
）

五
十
嵐
英
夫

（袖
ケ
浦
市
神
納
）

南
田
正
児

（安
房
郡
鋸
南
町
）

境
屋
邦
夫

（袖
ケ
浦
市
蔵
波
台
）

宗真寺住職

石川慶子 師

役
鬱 活動内B 担当者

寺
行
事
推
違

む寺の年間行●の中、仏社会

の受持ち範囲の役割分担を

行い、実行を掟す。

□狸まつリ ロ 報恩“

□除夜会、元二会 □ 盆会

口彼岸会 □ その他

◎平疎 介

◎長御 11興弘

吉田克己

保井弘行

野中 登

山田 裕

教
化
布
致

證誡寺仏壮会内外の教化市

… 蝶 u実 行すれ

□仏lt勉強会 □ 他寺巡拝
□他寺との交流

コ他教化団体研修,m
□その他

0 伊 藤則久

●吉野菫蔵

●=永 和雄

折田兼睦

鍮 夫

醐 脚

会
長
　
０
尻
■
●

相
　
談
　
役

競

腱

仏壮事業II画の中、現睦に関

わ0曰口晰ロロ●ヽ実行すみ

□機会後の親睦会

□忘年会

ロゴルフ大会

□囲碁将棋大会

□新年会 (寺、仏帰合同)

コお寺日帰り研修〈寺、仏婦

合同)

□その他

0保 泉庄平
◎香々見書吉

●村 饉

菊地 優

朝原幸穂

宮寄 勝

0 ●

総 l e

代 寝

総

務

仏壮行事に関わるまとめ的な

事を実行する。

□総会資料作成と会員への来

内、送付

□会員への●籍伝通まとめ礫

地新報)

コ外部研修,加 者のとりまと

め〈千葉組、東京教区、その

他)

□会員への年末揆拶作成 送

付

□その他

…

中村 隆

坂0 惇

五十日浩

片山勝弘

酬 瑯

(3〉
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仏教婦人会
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献
灯
五
十
嵐
浩
氏
、
献
花
田
中
好
枝

様
、
伊
藤
紀
美
枝
様
、
讃
仏
掲
調
声
折
円

兼
隆
氏
に
よ
っ
て
法
要
が
営
ま
れ
、
住
職

挨
拶
の
後
、
仏
壮
は
別
室
に
移
動
。
仏
婦

会
綱
領
発
声
は
伊
藤
万
紀
子
理
事
、
金
子

上
子
会
計
の
ビ
ア
ノ
伴
奏
で
ア
ツ
カ
の
同

の
斉
唱
と
立
石
ト
シ
子
副
会
長
の
司
会

で
総
会
に
入
つ
た
。
２２
年
度
事
業
、
会
計
、

監
事
会
各
報
告
は
滞
り
な
く
認
め
ら
れ
、

２３
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
で
は
当
山

開
基
３
５
０
年
に
記
念
品
の
提
案
や
、
奉

仕
活
動
を
近
隣
施
設
に
変
更
を
の
意
見
は

新
役
員
会
で
検
討
、
一
任
と
す
る
事
で
Ｆ

承
を
得
た
。
承
認
さ
れ
た
新
役
員
名
は
次

の
通
り
。
尚
久
保
会
長
は
「今
年
は
親
鸞

聖
人
の
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要
、
證
誠
寺

開
創

３
５
０
周
年
の
記
念
の
行
事
が
取

り
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
と
な
い
佳
き
ご
縁

に
遭
え
ま
し
た
事
を
喜
び
な
が
ら
少
し
で

も
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
様
に
　
生
懸

命
皆
で
努
め
さ
せ
て
戴
く
つ
も
り
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
」

と
挨
拶
し
た
。

監 1:  , I水機 r  1 1 ,「|l r  ‐

村「談役 II「 rlみσ)り会,1` |

新大会`t

l  技 1木更:卜|力1,(,

今 ひ ろみ (本史,「「人久保,

場1'「市 rt木 要,卜lj祇卜1,

11,t久美r11',,lj十 柴台|

餃:ル1技 `‖ケ1,ljll l台|

松‖安 r tィ"Fl,"r,,

新「̀ll l代r(本 史,Flj人久供|

|IIヤ エ r(本 虹i卜1,市川'

大遠忌法要記念

合掌

役員改選に伴い、3年r・lの会長を選任

し、相談役に就いた西前会長及び■役

(会計)をドリた家人理事の慰労を長谷

川、保泉、伊藤(紀)各理事就任の歓迎会

う2271のlll席の ド会費制により開催され

ました.久保会長の司会で進行し、坊守
の送る 迎える、そして全員へとそれぞれ

にとヽのこもった言葉に続いて、●11会長

から「ご不満は色々あったでしょう。私に

とりましてはイj難いご縁でした.証誠寺の
一員として仏婦活動が日1来る身、させて

頂ける身を喜びましょう。喜んで私に出来

ることをさせて頂きましょう.お世話様で

した。有り難うございました,Jと挨拶があ

った。

仏婦役員歓送選会
6月 15日 季眺にて

第14回世界仏教婦人会大会
京都にて開催
16日の本願寺御影堂での音楽法要は、女性僧侶を■として■まれ、

当寺西 仁 子衆徒 (住職以外の僧侶)も出勤のご縁に遇えた,被 災

した東1ヒ、東京、宮崎各教区は優先席だった。大会は外EIlからの3)D

名程が放射能汚染の理由でキャンセル.総勢四千名の‖1席でした.

新門様に初子ご長男誕生の報に会場が沸いた。総裁様(お裏方
ごF号主夫人)も新門様も当寺勢6名と快く写真に1又まってドさった。

参加国代表の発表、交流、弁護士大平光代氏のトーク、大遠忌に合

わせて比叡山延暦寺の特拶1解放、親鸞聖人蕎麦喰いのお木像、源

信和尚、法然聖人のお像等t~41Jの拝

観、二聖人の参拝記念誌や幾llもの人

会記念品を頂き、感動に包まれた二日

間でした。

( 4 )



20114:7'111l vol18

―

¬
一

ハ

字
の
△

L

コ
ー
ル
證
誠
寺

指
導
者
歓
送
迎
会

指
導
担
当
の
藤
■
玲
子
先
生
が
４
月
を

最
後
に
引
退
さ
れ
、
円
徒
で
音
楽
教
宝
を

畿
つ
も
お
持
ち
の
要
海
香
先
生
が
後
任
を

受
け
て
下
さ
る
．
５
月
の
初
指
導
は
力
強

く

『仏
教
讃
歌
が
こ
ん
な
に
も
美
し
い
曲

と
は
知
ら
な
か
っ

た
．
歌
詞
が
違
え

ば
他

の
教
室
で
も

歌
え
ま
す
Ｌ
と
．

練
習
後
お
二
人

の
歓
送
迎
会
が
開

か
れ
、
細
や
か
な

が
ら
温
か
い

一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
．

２２
回
総
会

年
に
　
日
の
六
字
の
会
、
今
年
は
市

原
市
の
西
光
■
が
担
当
事
務
局
で
６
月
”

Ｈ
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
１
５
階
の
セ
ミ
ナ

ー
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
．ま

講ヽ
師
は
西

人
寺
古
弘
住
職
の
友
人
で
は
る
ば
る
広
島

湯
来
町
か
ら
来
ら
れ
た
西
方
寺
住
職
吉

崎
哲
真
師
で
、
山

の
中
の
素
朴
な
環

境

の
中
で
の
お
寺

の
体
験
が
お
顔
や

お
話
の
中
に
に
し

み
で
て
い
て
、
ｒ
度

よ
い
．
そ
し
て
中

道
と
い
■
思
味
も

は
っ
き
り
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
證
誠
寺
か
ら
は

‐２
名
の
会
１１
が
参
加
し
ま
し
た
．

大
遠
忌
法
要
の
年
に
当
た
り
、
団
体

参
拝
、
各
寺
行
■
に
参
加
し
や
す

い
様

に
教
区
仏
婦
連
盟
同
様
、
独
自
研
修
会

は
不
開
催
と
な

っ
た
。
降
康
浩
法
光
寺

住
職
よ
り

一
人
遠
忌
を
迎
え
て
」
と
時

宙
に
か
な

っ
た
記
念
法
話
を
頂

い
た
。

仏事あれこれ
―お仏壇は死者を祀る所 ?―

お仏壇とは、本来
・
今生きている家族の誰

かが死んで初めて必要になるもの
'で
も,・長

男が面例をみれば事足りるもの
・
でも、
・
死者

や先祖をまつる場所
・
でもありません。

ちょっとしたことにこだわり、悩み、自己を

見失いがちになる私をしっかりと抱きとめ、決

して崩れることのない安らぎを、阿弥陀さまは

与えて下さいま魂 お仏壇は、そんな「私の心

の拠り所」となり、「家庭の精神的基盤となって

下さる阿弥陀さまをご安置するため」に設け

るので丸

心の問題が山積している昨今です力塚 族そ

ろって阿弥陀様に手

を合わせることが、

どれほど,さ豊かな家

庭生活につな力Sるか

わかりません。独立

したご家庭であれ

ば、家ごとにお仏壇

が安置されることが

望ましいので魂

ー

肇
曖

持
=

総
=

５
月
１６
日
、
平
成
田
年
度
の
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
．
定
例
法
座
終
了
後
、
各
幹

事
世
話
人
を
入
れ
て
約
”
人
、
議
長
に
平

山
幹
事
長
、
司
会
と
会
計
報
告
は
星
原
幹

事
が
行
な
い
ま
し
た
，
幹
市
長
の
概
要
説

明
の
中
で
特
に
今
年
の
東
日
本
大
震
災
に

対
す
る
護
持
会
よ
り
の
百
万
円
の
義
援
令

の
拠
出
案
も
大
き
な
拍
手
の
中
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
．．
質
疑
応
答
で
は
川
山
氏
か
ら

の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
又
会
員
の
把
握

や
護
持
会
費
の
徴
収
等
に
つ
い
て
お
寺
が

す
べ
て
の
事
務
処
理
を
し
て
い
く
の
が
大

変
な
事

の
よ
う
で

今
後
の
改
善
が
必

要
と
さ
れ
ま
し
た
．

尚
、
会
計
報
告

に

つ
き
ま
し
て
は

７

月
け

の
寺
便
り
に

同
封
し
て
ご
門
徒

に
送
付
致
し
ま
す
＾

千
葉
組
仏
婦
連
盟

み
の
り
会
総
会

證
誠
寺
会
館
で
の
葬
儀

浄

Ｌ
真
宗

円
徒

で
あ

れ

ば
、
ど
な
た
で

も

お
気

軽

に

證
誠
寺

会
館

を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
通
夜

葬
儀

を
行
う

こ
と
が
で
き
ま

す

各
葬
儀
社

の
■
助
会
に
ご
加
入
の
方
も
問
題
な
く
ご

利
用
可
能
で
す
．

請
誠
■
会
館
を
利
用
し
た
ご
葬
儀
は
、

不
要
な
出
費
が
抑
え
ら
れ
、
ま
た
お
寺
で

葬
儀
が
営
ま
れ
る
こ
と
で
、
後
継
者
や
参

列
の
方
々
に
も
仏
さ
ま
と
の
深
い
ご
縁
を

認
識
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ま
つ
．

大
規
模
葬
か
ら
家
族
葬
ま
で
ど
の
よ
う

な
規
模

内
容
に
も
対
応
可
能
で
す
．
葬

儀
店
を
お
探
し
の
場
合
は
実
績
の
あ
る
業

者
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

な
お
使
用
に
当
た
っ
て
は

一
日
５
万
円

の
冥
加
金
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
．
不

明
な
点
、
疑
問
質
問
等
は
お
気
軽
に
当
寺

０^
４
３
８
‐２
２
‐２
０
１
８
）ま
で
ご
相

談
ド
さ
い
。

1 5 '
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「私
の
仏
縁
」

昭
和
４４
年
北
九
州
か
ら
主
人
の
転
勤
で

木
更
津

へ
参
り
ま
し
た
。

■
人
の
実
家
も
私
も
浄
Ｌ
真
宗
で
す

今
か
ら
し
年
位
前
に
老
境
に
入

っ
た
主

人
が
證
誠
寺

へ
行

っ
て
ご
挨
拶
が
し
た
い

と
云

っ
て
ま
し
た
が
結
局
思
い
を
果
せ
ず

平
成
１９
年
夏
他
界
し
て
し
ま
い
ま
し
た
．

~~~~¬罰雨!|
●
・

ヤ

三三亜□董藝両国菫菫夏I I ⊃|
6月6 、 仏11会り1球‖'の精鋭 ( F`均年齢73歳)|
ル ュ●■■|   , 1 ,、   ^● 1、   ■  kヽ ●● ′ヽ 1■lⅢ●さ ,■ ,‐ `●  ・ ●1 2名が揃いました.91 1、小検jlk公同lr球場に集 ∵

11、事ll見「手貫:与」I警虜決意催需1(ぉは |
合練習となりました。老に′、チ打つての各人のガ ∵
ンバリに頭の ドがる思いでした。        =

保泉庄
｀
「    西 村健太郎   岡 ■人ワ   ‖

藤本卜寛    中 村 降     ′ il嵐 英夫  I
ツl原十穂    菊 地 優     マ ネーン■―  ∵
合戸龍,t    ,原光博    安 Hl・1イに   ∵

靱 肺 齊 飢
石巻市の缶詰加工会社「木の屋石巻水産」は、3月11日の

大津波で破壊的被害を受けました。倉庫に保管していた約
1∞万個の缶詰も流されました。其の缶詰沢 会社や地域復

興のなとなり、「命の缶詰Jと銘打づで復興支援金の協力者
に御ネLに配られていま丸 其の缶詰は、津波で流され油泥

木更津市請西東

荒木陽子
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其
の
ご
縁
で
證
誠
寺
さ
ん
と
の
繋
が
り
が

出
来
ま
し
た
。
実
家
の
母
も
お
寺
参
り
し

た
り
、
お
友
達
と
ご
法
話
の
話
し
を
し
て

い
た
よ
う
で
す
．．
其
の
せ
い
で
し
ょ
う
か

私
は
浄
上
真
宗
に
大
変
親
し
み
を
感
じ
て

お
り
ま
し
た
。

主
人
が
い
な
く
な

っ
て
淋
し
く
て
、
何

か
に
す
が
り
た
い
思
い
で
定
例
法
座
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
、
お
聴
間
を
重
ね
る
度
に

自
分
自
身
の
半
生
を
振
り
返
り
な
が
ら

日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
．

こ
れ
か
ら
の
人
生
も
阿
弥
陀
様
の
お
助

け
に
生
き
て
行
け
る
よ
う
お
導
き
下
さ

い
，仲

――――
の
皆
様
も
心
優
し
く
仏
縁
に
遇
え

た
事
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
，

平
成
２‐
年
に
御
座
に
常
せ
て
の
詩
で

す
。
私
は
こ
の
計
を
よ
ん
で
本
当
に
反
省

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

欲
や
眠
り
や
愚
痴
が
出
る

出
る
度
毎
に
み
仏
の

慈
悲
の
心
に
た
ち
か
え
り

力
の
限
り
生
き
て
行
く

た
ま
に
腹
立
つ
事
有
れ
ど

人
を
怨
ま
ず
憎
ま
ず
に

心
貧
し
い
我
故
と

気
づ
け
ば
自
然
に
晴
れ
ま
す
る

聞
か
せ
て
貰
ろ
う
た
お
陰
様

あ
あ
有
難
や
南
無
阿
弥
陀
仏

合
掌

５
月
　
一小
祖
讃
仰
和
讃
勤
行
練
習

親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯

６
月
　
ビ
デ
オ
（Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
鑑
賞

※
ブ
ッ
ダ
大
い
な
る
旅
路

７
月
　
ビ
デ
オ
（Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
鑑
賞

（予
定
）

※
ビ
ル
マ
の
堅
琴

仏
壮
勉
強
会
は
、
毎
月
２
回
日
の
木
曜

日
、
午
後
１
時
半
か
ら
会
館
２
階
で
開
継

さ
れ
て
お
り
ま
す
．

手
作
り
の
勉
強
会
と
し
て
、
出
席
者
の

意
見
、
希
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後

と
も
長
く
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
．
皆
さ
ん
気
軽
に
出
席
し
て
下
さ
い
．

まみれて,「 命の

缶詰」洗浄作業が、

5月14日に木更津

市茅野で行われ護

誠寺から立石 西
の両夫妻が参加し

ました。
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